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八や
す

杉ぎ　
光み

つ
の
り乗

新
政
ク
ラ
ブ

（
60
分
）

関
係
も
あ
り
、ル
ー
ト
設
定
が
難
し
い
」

な
ど
の
声
が
あ
る
。
地
域
の
実
情
や

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
バ
ス
路
線
へ
の
影
響

を
極
力
抑
え
た
運
行
ル
ー
ト
と
す
る
な

ど
、
市
が
バ
ス
事
業
者
と
十
分
な
調
整

を
行
い
、
事
業
の
導
入
支
援
に
努
め
る
。

②
自
家
用
車
に
頼
ら
な
く
て
も
生
活
で

き
る
環
境
の
整
備
は
重
要
と
考
え
る
。

バ
ス
等
の
公
共
交
通
を
基
本
に
、
こ
れ

を
補
完
す
る
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
や
お

で
か
け
支
援
事
業
の
よ
う
な
地
域
特
性

に
合
っ
た
取
り
組
み
を
広
げ
、
自
動
運

転
等
の
先
端
技
術
を
活
用
し
た
実
証
実

験
を
重
ね
る
中
で
移
動
手
段
と
し
て
の

選
択
肢
を
広
げ
、
移
動
支
援
に
努
め
る
。

西に
し
も
と本　
　
章あ

き
ら

市
民
連
合

（
75
分
）

児
童
虐
待
の
現
状
は

理
的
虐
待
の
割
合
が
約
５
割
と
最
も
多

く
、
身
体
的
虐
待
が
約
３
割
、
ネ
グ
レ

ク
ト
約
２
割
と
な
っ
て
い
る
。
全
国
の

児
童
相
談
所
の
相
談
対
応
件
数
も
年
々

増
加
し
て
お
り
、
心
理
的
虐
待
が
約
５

割
と
最
も
多
く
、
本
市
と
同
様
の
状
況

で
あ
る
。

　
県
東
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
で
は
、
定
期
的
な
会
議
の
中
で
支

援
方
針
や
支
援
状
況
の
確
認
等
を
行
う

ほ
か
、
個
別
ケ
ー
ス
会
議
で
支
援
方
法

や
役
割
分
担
等
を
協
議
す
る
な
ど
、
緊

密
な
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

問

本
市
の
状
況
と
特
徴
は
。

　
ま
た
、
県
東
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
と
ネ
ウ
ボ
ラ
推
進
課
と
の
連
携

は
。

答

本
市
に
寄
せ
ら
れ
た
２
０
１
８

年
度
の
児
童
虐
待
の
相
談
件
数
は
、
４

７
０
件
と
過
去
最
高
に
な
っ
て
い
る
。

虐
待
種
別
で
は
、
面
前
Ｄ
Ｖ
を
含
む
心

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
に

向
け
た
交
通
支
援
の
在
り
方
は

答

①
地
域
で
は
「
バ
ス
路
線
と
の

問

①
高
齢
者
お
で
か
け
支
援
事

業
の
導
入
に
対
す
る
地
域
の
声
と
、

運
行
ル
ー
ト
の
考
え
方
は
。

②
移
動
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者
の

増
加
が
今
後
も
見
込
ま
れ
る
が
、
交

通
支
援
の
在
り
方
は
。

河か
わ
む
ら村　
晃ひ

ろ

子こ

日
本
共
産
党

（
75
分
）

医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
は

る
措
置
を
取
っ
て
い
る
。

②
次
期
障
が
い
福
祉
計
画
に
反
映
で
き

る
よ
う
、
福
山
市
慢
性
疾
病
児
童
等
地

域
支
援
協
議
会
の
作
業
部
会
で
医
療
的

ケ
ア
児
の
実
態
把
握
を
行
い
検
討
す
る
。

答

①
通
学
に
か
か
る
経
費
は
、
教

育
委
員
会
で
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す

問

①
た
ん
の
吸
引
等
の
医
療
的

ケ
ア
が
日
常
的
に
必
要
な
子
ど
も
の

通
学
に
、
市
の
移
動
支
援
事
業
を
活

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

②
生
存
権
や
教
育
を
受
け
る
権
利
を

保
障
す
る
総
合
的
な
対
策
を
求
め
る
。

介
護
保
険
制
度
の
改
正
は

問

要
介
護
１・
２
の
生
活
援
助

サ
ー
ビ
ス
を
給
付
対
象
か
ら
外
す
こ

と
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
外
す
こ
と

を
や
め
る
よ
う
国
に
求
め
る
こ
と
。

答

持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
の

確
立
を
図
る
よ
う
、
全
国
市
長
会
を
通

じ
国
に
要
望
し
て
い
る
。

土つ
ち

屋や　
知と

も
の
り紀

日
本
共
産
党

（
75
分
）

芦
田
川
の
堤
防
の
強
化
を

問

芦
田
川
の
破
堤
や
越
水
に
よ

る
氾
濫
を
防
ぐ
た
め
、
国
に
「
対
越

水
堤
防
工
法
」
の
採
用
と
堤
防
の
補

強
工
事
の
促
進
を
要
望
す
る
こ
と
。

答

国
で
、
芦
田
川
河
川
整
備
計
画

に
基
づ
き
、
鋼
製
矢
板
を
打
ち
込
む
な

ど
、
現
場
状
況
に
応
じ
た
質
的
強
化
対

策
を
実
施
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

答

①
現
時
点
で
は
、
空
調
設
備
の

整
備
は
考
え
て
い
な
い
。

②
他
市
の
費
用
を
参
考
に
試
算
す
れ
ば

動
力
源
が
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
式
の
場
合
、
１
校

当
た
り
約
４
千
万
円
で
、
全
て
の
小
中

学
校
、
義
務
教
育
学
校
１
１
１
校
へ
の

整
備
費
は
約
44
億
４
千
万
円
と
な
る
。

問

①
地
域
の
避
難
所
や
敬
老
会

等
で
広
く
市
民
に
利
用
さ
れ
て
い
る

学
校
の
体
育
館
に
、
国
の
制
度
を
活

用
し
て
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
。

②
設
置
し
た
場
合
の
費
用
の
試
算
は
。


